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マイバスケットの普及活動を行いました
今、全国的

に、買い物の

ときにレジ袋

を受け取らず

に買物袋や買

物かごを持参

するマイバッ

グ運動が盛ん

になってきています。

レジ袋 枚くらい・・・と考えがちですが、全国1
平均では１世帯で１ヶ月に３５枚、１年間で４２０

枚のレジ袋を受け取っているといわれています。市

内に換算すると、１万３千世帯が１ヶ月で４５万枚

のレジ袋を受け取り、そのほとんどをごみとして捨

てている計算になります。袋は１枚あたり約１０ｇ

ですから、１ヶ月で４．４ｔ、１年にすると５２８

万枚＝５２．８ｔもごみになっています。

また、レジ袋１０枚を作るのに牛乳瓶１本分（２

） 。 、００ｍＬ の石油が必要といわれています つまり

市内で使われている５２８万枚のレジ袋をつくるに

は、１０５，６００Ｌ、ドラム缶５２８缶の石油が

必要なのです。

そこで、私たち市民環境会議では、早くからマイ

バッグ運動の必要性を感じ、ただ呼びかけだけでは

なく、市民の多くの方々に実際に使っていただける

バッグを提案したいと考えていました。

今回、この地域では車利用の買い物客が多いこと

に着目し、車の助手席やトランクなどに置いても安

定が良く、荷崩れがしにくい、マイバスケットを県

南の業者より取り寄せ、５月１９日に、市内のスー

パー５店舗の店頭で、皆さんに販売をしました。６

月３日にはフリーマーケットでも販売しました。

新聞やＴＶなどでも報道されたこともあり、問い

合わせも多く、その後短期間の内に、用意していた

２００ヶは売り切れとなりました。現在追加で取り

寄せ引き続き販売しています。

最近では、私たちの取り扱ったマイバスケットや

ご自分で用意された買物袋などを使って買い物をさ

、 。れている姿が 少しづつ増えてきたように思います

マイバスケットや買物袋など、なんでもいいので

す。要は、ごみの減量化や省資源に結びつくレジ袋

を受け取らない運動を皆さんと一緒にこれからも進

めていきたいと考えています。

マイバスケットの特徴・利点

○お店のレジかご

より一回り大き

く作ってありま

す。スーパーな

どでは、マイバ

スケットの中に

お店のレジかご

を重ね、カート

に乗せて買い物をすると楽です。

○お店のレジかごの色とは違う、ピンクと白色で作

っていますので、持ち歩いても安心です。

○お店のレジでは、精算をしながら直接マイバスケ

ットに商品を移してくれます。清算後はそのまま

車へ積んで、家まで持ち帰れます。

○助手席やトランクなどでも安定していて、荷崩れ

がしにくいです。

○専用のトレー（受け皿）が付いているので、汁が

こぼれても安心です。

マイバスケット

（定価６００円）
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２００７キャンドルナイトｉｎ新見
夏至の夜に２時間

だけ電気を消してキ

ャンドルの灯りで過

ごすイベント「２０

０７キャンドルナイ

トｉｎ新見」が６月

２２日に哲西の道の

駅鯉ヶ窪周辺で、翌２３日に新見の太池邸周辺で開

催しました。

キャンドルナイトは５年前から全国各地で始まっ

た、地球温暖化などの環境問題への理解を深めても

らうための呼びかけで、新見市民の方にもぜひ知っ

ていただきたいと企画しました。

哲西会場では１９時からの開催セレモニーの後、

、 、オカリナのコンサート 米粉パンのクッキーの販売

鯉ヶ窪湿原への２ｋｍのキャンドルロードの散策を

。楽しんでいただきました

新見会場は、太池邸を

メイン会場に商店街や三

味線横町に約７００本の

キャンドルを灯し、絵本

の読み聞かせ、エレクト

ーン・アコーディオン・フルートなどの演奏も行わ

れ、多くの家族連れに幻想的な雰囲気を楽しんでも

らいました。

準備期間は１ヶ月といった短期間でしたが、スタ

ッフ一丸となって無事に終えることができました。

次回、１２月２２日の冬至に向けては、余裕を持

って準備し、更に多くの方が参加していただけるよ

うにしたいと思います。ご期待下さい。

大佐山自然観察ウォーク
５月１３日の大佐山自然観察ウォークに１３名が

参加しました。大佐山は１億８千万年前に隆起した

（ ） 。山 標高９８８ｍ で多様な植物が自生しています

ピンクの花が満開だった「イワカガミ 、葉緑素」

のない「ギンリョウソウ 、葉っぱの真ん中に花を」

つけた「ハナイカダ 、若芽が山菜になる「コシア」

ブラ」に「タカノツメ」の木、実が食べられる「サ

ルナシ」の太いつる、葉っぱが甘い「タムシバ 、」

苦い「ニガキ 、コナラの幹に丸い穴をあけたアオ」

ゲラの巣。２千ｋｍを飛んできた「サギマダラ」に

も会いました。

山中は注意も必要です 中腹の登山道べりでは マ。 「

ムシ」もいました 「ヒロハヘビノボラズ」のよう。

に鋭いトゲのある植物や、体に触れるとかぶれて大

変な「ツタウルシ」もありました。

昼食には、山頂のレストランで、季節の山菜を天

ぷらなどにした弁当を食べました。そして、野鳥や

昆虫、木や菜の花が共生する自然環境の一部分を観

察・体験しました。

自然保護部会の出前事業
６月３０日に部員５名が高尾小学校４学年の支会

活動行事に出向きました。

スタッフは、木片・葉

・シュロの葉・まつぼ

っくり・どんぐり・竹

など自然の物やボタン

・毛糸など不要になっ

た物をたくさん用意し

て行きました。児童たちは、スタッフの指導や親の

見守る中、時間の過ぎるのも忘れて、クラフト作り

を楽しんでいました。おしまいに、一人ひとりが作

品の発表をして 「いろいろと工夫した 「難しい、 。」

こともあった 「おもしろかった 「これからもし。」 。」

てみたい 」など感想を述べてくれました。。

スタッフは、児童たちの喜ぶ姿を見て、これから

も自然保護を共に考えて活動する機会がもてるとい

いなと話し合いました。

メンバー募集
一緒に新見の自然や環境について考えてみません

か！市民環境会議のメンバーを募集しています。

連絡先 吉良 英紀 ７２－００６１

（ 。）夜６：００～８：００に電話してください

～編集後記～

みなさん、こんにちは！私たち市民環境会議は

夏の太陽のように、熱く活動しています 「キャ。

ンドルナイト」など多くのイベントを行い、盛り

上がっています。メンバーもどんどん増え、みん

なで楽しく活動しています。秋には「第４回にい

みエコフェスタ（１１月１１日＜日＞ 」もある）

ので楽しみにしてくださ～い！




